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平成 31 年３月期通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 当社は、最近の業績動向を踏まえ平成 30 年５月 11 日に公表いたしました業績予想を下記の通り修正いたし
ましたのでお知らせいたします。 

 

記 
 

通期連結業績予想の修正 
平成 31 年３月期通期連結業績予想（平成 30 年４月１日 ～ 平成 31 年３月 31 日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

1 株当たり  

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想 （Ａ） ４，０００ １００ ９０ ８０ ９．１６ 

今 回 発 表 予 想 （Ｂ） ３，４００ △９８ △１００ △１１０ △１２．６０ 

増   減   額（Ｂ－Ａ） △６００ △１９８ △１９０ △１９０ △２１．７６ 

増    減    率（％） △１５．０ ― ― ― ― 

（ご参考）前期実績 

（平成 30 年３月期） 
３，４２８ △１５１ △１５８ △２０８ △２３．８６ 

  

通期連結業績予想の修正の理由 

売上高は、ＳＡ機器事業のデジタルタコグラフの販売の低迷、販売トラブル、電子レジスター及びＰＯ

Ｓシステムの大口受注が下期出荷見込みとなり減収となりした。また、販売会社の破綻によりＬＥＤ＆Ｅ

ＣＯ事業・ＳＡ機器事業の双方で減収となり上期迄の売上高は予想を下回り、下期売上高はＳＡ機器事業

の既受注における出荷及び、軽減税率対策補助金制度による需要を引き続き捉え、引き合いを多く頂いて

いる新規事業のカプセル型宿泊設備「まゆ玉」の本格的な増収を見込んでおりますが、上期計画の未達事

項の影響と、上期計画の遅れから通期においても計画遅延となり、売上高の通期業績予想は前回発表を下

回る見通しです。 

利益面においては、売上高減少による粗利金額の減少により上期は減益となりました。下期は黒字化を

見込んでおりますが、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益は前回発表を下回ると予想

されます。 

 

下期は、上期と比較し売上高は増収、利益面は黒字を見込んでおります。また、通期においても、前期

実績と比較し売上高は減収見込みですが、利益面においては改善する見通しです。 

 

（注）本資料における業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社で判断したも

のであり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

以上 


